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学校評価を教育行政に活かしていくために
→今年からは匿名のアンケートに

文科省 学校評価ガイドラインより

2025年は、匿名性が完全に担保されるようになって初めての学校評価となる。

「学校運営に関する外部の専門家を中心とした
評価者により〜中略〜専門的視点から行う評価」
と、文科省ガイドラインにも記載がある。
匿名性が担保されたアンケートとなり、今後より一層
学校風土の把握と改善に役立てることが可能となるため
専門家や研究機関との連携なども考えては。



学校評価の目的に、よりあわせた実施内容に

• 匿名性の担保が確実に行われるべきであるなら、今年度、匿名性が担保
されずにアンケート取り直しが発生した状況を踏まえた改善策を。

• 学級風土の把握と改善にも活用するなら、学級も入力してもらう。活用
しないなら入力してもらう必要はない。保護者への説明も含めてそこは
明確に。

• 学校評価ではあるが、自由記述欄には市全体の教育課題に関する指摘も
多い。全校の自由記述欄の分析は？生成AIの活用で市の教育課題の抽出
ができないか？



https://www.mext.go.jp/content/20251120-mxt_jidou02-100002768_2.pdf



• 不登校の要因について、教師の
回答と保護者児童生徒の回答に
は大きな乖離が。

• この中で、学校内に起因するで
あろう項目
いじめ被害
教職員への反抗・反発
教職員とのトラブル、叱責等
部活動等におけるトラブル
学級編成等の問題
感覚の過敏さ

• 学校内におけることなのに、こ
れだけ回答に乖離がある。

• 教師の指導に関すること、いじ
めに関すること、部活でのトラ
ブルや学級編成における問題等
に気がつけていない。

• →気がつけていないのであれば
指導法の改善や、環境の改善も
できない。
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令和６年問行調査

町田市学びの多様化プロジェクトに係る児童生徒状況調査 結果概要より

町田市の保護者へのアンケート結果も
文科調査と同様に問行調査の内容とは大きくかけ離れる内容
→町田市は、不登校の要因を本当に正しく把握できているのか？

https://machida.schoolweb.ne.jp/1350006/download/document/10920996

